


事 業 概 要

テーマ 『私たちの未来の課題に向き合う』
SDGs（持続可能な開発目標）に示された「11. 住み続けられるまちづ
くりを」に取り組んでいくために、とりわけ北海道寿都町と福島県浜通
りに暮らす若者にとって最も身近な環境問題の一つが “核のゴミ ” すな
わち「高レベル放射性廃棄物」の処分です。言うまでもなくこれは持続
可能な地域づくりに関わる身近な問題であるとともに、エネルギー安全
保障に関わる普遍的かつ世界的な問題でもあります。両地域で暮らす高
校生が、交流しながらこの課題に向き合うことを通して、故郷のまちづ
くりそして地球と自分自身の未来について考える事業です。

開 催 目 的

広い見識を持った次世代のリーダーを育成することを
目的とします。
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12:30　浜通り高校生

　　　　　受付開始

13:00　オリエンテーション

　　　　　～ 研修 ①

6/11
( 土 )

『未来につなぐまちづくり塾』オリエンテーション・事前研修

オリエンテーション・事前研修
夏季研修に向けて浜通り・寿都の高校生が、自分の町のこと・相手のまちのことについて学びました。

●東日本大震災・原子力災害伝承館を見学しました。

●当時のまま残されている小学校を見学しました。

●受付
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『未来につなぐまちづくり塾』オリエンテーション・事前研修

  8:15　寿都高校生

             ホテル出発

  8:30　浜通り高校生

　　　　 富岡駅集合

  9:00　廃炉資料館 ・

　　　　 第1原発 見学

15:00　双葉町 見学

8/8
( 月 )

『未来につなぐまちづくり塾』本研修

本研修

●廃炉資料館・福島第一原子力発電所を見学しました。

夏季研修 in 浜通り

●双葉町を見学しました。

●当時のまま残されている双葉南小学校を見学しました。

19:00　研修 ④

21:00　振り返り

　　　　 J-VILLAGE

  8:00　研修 ③

　　　　（寿都高校）

13:30　浜通り高校生

　　　　 寿都高校生

　　　　 保護者説明会

　　　　 J-VILLAGE

　　　　 （オンライン）

19:00　研修 ②　（振り返り）

　　　　 J-VILLAGE

6/12
( 日 )

●オリエンテーション～研修

●取材

●保護者説明会
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『未来につなぐまちづくり塾』本研修 『未来につなぐまちづくり塾』本研修

●寿都町役場の皆さんが、BBQを行って交流会を開催してくださいました。

●寿都町 片岡春雄町長から町の事についてお話を伺いました。

16:30　交流会

　　　　 ゆべつの湯

20:30　振り返り

　　　　 ダイマル大谷会館

8/10
( 水 )

  9:00　研修 ⑧

（文化財展示室での説明：学芸員）

13:00　研修 ⑨

21:00　振り返り

　　　　 ダイマル大谷会館

8/11
( 木 )

夏季研修 in 寿都
  8:00　研修 ⑤　

　　　　 J-VILLAGE

13:00　研修 ⑥

　　　　 J-VILLAGE

8/9
( 火 )

●日本エネルギー政策、原子力政策、放射性廃棄物処理に関して勉強しました。

19:00　研修 ⑦

　　　　 J-VILLAGE

21:00　振り返り
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  9:00　浜通り高校生 集合

  9:30　研修 ⑬　

　　　　 J-VILLAGE

13:00　研修 ⑭

　　　　 J-VILLAGE

19:30　研修 ⑮

　　　　 J-VILLAGE

10/8
( 土 )

10/9
( 日 )

『未来につなぐまちづくり塾』事後研修・事業報告会準備

事後研修・事業報告会準備

  9:00　研修 ⑯

　　　　 J-VILLAGE

13:00　研修 ⑰

　　　　 J-VILLAGE

15:00　事業報告会

　　　　 リハーサル

19:30　研修 ⑱

　　　　 J-VILLAGE

●翌日に迫った事業報告会のリハーサルを行いました。

『未来につなぐまちづくり塾』本研修

  9:00　研修 ⑩

13:00　研修 ⑪

15:00　研修 ⑫

 （発表会に向けてグループワーク）

21:00　振り返り

　　　　 ダイマル大谷会館

　

8/12
( 金 )

●夏季研修で学んだことを整理し、班ごとにディスカッションし最後は発表を行いました。

  9:15　寿都高校生　解散

　　　　 浜通り高校生

　　　　 ホテル出発

青森県六ヶ所村

原子燃料サイクル施設 見学

8/13
( 土 )

9/17
( 土 )

9/18
( 日 )

●核燃料再処理工場のある青森県六ヶ所村を訪問しました。

六ヶ所村研修
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『未来につなぐまちづくり塾』事後研修・報告会準備

12:30　報告会終了

『未来につなぐまちづくり塾』事業報告会

事業報告会

『未来につなぐまちづくり塾』事業報告会

  9:30　事業報告会 受付開始

10:00　事業報告会

　　　　 J-VILLAGE ホール

10/10
(月・祝)
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『未来につなぐまちづくり塾』事業報告会

1. 開会の挨拶　　　いわき青年会議所　三室　志帆

2. 主催者挨拶　　　

　　特定非営利活動法人ハッピーロードネット　　理事長　西本　由美子

　震災と原発事故から 11 年目となり、ようやく高レベル放射性廃棄物、そし
てトリチウム水をテーマに、こうして高校生の皆さんと考える場を設けられる
時期にきたと思っています。今回は北海道の寿都町、そして浜通りの高校生が
10 名ずつ、20 名で考えてみようという企画をいたしました。なぜ北海道の
寿都と私たちの浜通りが一緒に考えなければいけないかということですが、福
島第一原発にある高レベル放射性廃棄物を一体この先どうするのか、若い世代
はどうしていけばいいのかという問題と、寿都町長さんが文献調査の受け入れ
を表明していただいた寿都町、それを若い人たちがどう理解するのかというこ
と。核のごみという問題では同じだと思いましたので、じゃあ一緒に知恵を出
し合って考えましょうということで、私は思い切って北海道の寿都町まで行ってきました。すると、寿都町長さ
んは快く「やりましょう」おっしゃってくれて、今回の報告会につながりました。ですが、すんなりできたわけ
ではありません。高校生たちは高レベル放射性廃棄物という謎の物体に対して知恵を出し合うのがとても大変で
した。でも、大変だからこそ、私たちが最初にやらなければいけないと思います。福島の浜通りに住んでいる高
校生の声だから、全国の皆さんに伝えなければいけないと思っています。逆に、この子たちが発信しないと、全
国の高校生は何もわからないまま毎日を過ごしていくのかなとも思います。これから 20 名の高校生、5 名のファ
シリテーターの大学生がしっかりと発表いたしますので、会場にお越しの皆さん、どうか高校生の思いを汲み取っ
てください。そしてこれから先も応援していただきたいと思います。
　この日を迎えるまで、大変な中で高校生を支えてくれたスタッフの皆さんに感謝しています。今日はお忙しい中、
大熊町長さん、寿都町長さん、そしてたくさんの来賓の方が来てくれています。ありがとうございます。高校生
の皆さん、さあ、今日はあなたたちが主役です。自分の思いをしっかりと伝えてください。

『未来につなぐまちづくり塾』事業報告会

『未来につなぐまちづくり塾』 事業報告会
●開催日時　令和 4 年 10 月 10 日 ( 日 )　開会 10:00

●開催会場　J- ヴィレッジ　ホール
Q（高校生）
寿都町に核のごみを持ってくることについ
ての考えは？

🄰（吉野社長）
核のごみを持ってくるのは「アウト」。こんなにき
れいなところに核のごみは考えられない。そもそも
核のごみの文献調査が進んでいる時点で町に対して
色々なイメージが付いてしまう。町長の政策には首
尾一貫性が感じられない。原発事故は確かに悲惨な
事故だったが、逃げ出さない限り、復興は進められる。

Q（高校生）
首尾一貫性がないというが具体的にどの部
分か？

🄰（吉野社長）
住民説明会や議会での話し合いがない中で町長が勝
手に決めた。町レベルで多数決で考えることではな
く、国自体で考えていかないといけない。

Q（高校生）

住民説明会ではどういう話が出たのか？

🄰（吉野社長）
町長は核のごみについて「勉強しよう。勉強しよう」
と言うだけだった。
時間を掛けて議論を重ねるなど、文献調査について
もっとゆっくり進めてほしかった。

Q（高校生）
町長は核のごみ問題について「一石を投じ
たい」という思いで応募したと言っていた。
その受け止めは？

🄰（吉野社長）
だとしても町民の理解が最優先だったはずだ。

Q（高校生）
町長は風力発電事業を進めるなど、町のこ
とを考えているように思うか？

🄰（吉野社長）
それはまた別の話かなと思う。町長は「１番先に手
を挙げたい」と言っていた。理解できない。交付金
だけもらって受け入れないという姿勢を期待してい
るが、次の概要調査に進んだらもう後戻りできない
気がする。

Q（高校生）
反対派の意見として「どうして自分の町で
受け入れないといけないのか」という考え
はあるか？

🄰（吉野社長）
正直、自分の家の前にごみステーションを置かれる
ような感じ。原発のある地域のそばに置けばいいと
思う。自分の町の地中に埋められるのは不安で仕方
ない。

Q（高校生）
処分場が寿都町に決まった場合、風評被害
は起きると思うか？

🄰（吉野社長）
もちろん起きる。

Q（高校生）
核のごみや最終処分場について勉強はして
いるのか？

🄰（吉野社長）

大学教授らを招いた勉強会を開くなど、勉強はして
いる。

※そのほか、吉野社長が話したことを以下記載します。

・寿都町は小さなコミュニティでなりたっているだけに、文献調
　査の問題によって地域が二分化された感じがする。
・町長の説明に納得できないまま話が進んでいるのが許せない。
・しっかりとした説明をしてほしいと思う。
・どこかで折り合いを付けなければいけないが今の町長のままで
　は厳しいと思う。

オイスタービレッジ吉野社長　｜質｜疑｜応｜答｜
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『未来につなぐまちづくり塾』事業報告会 『未来につなぐまちづくり塾』事業報告会

●３つの町に共通する課題
　私たち 5 班は研修を通してまちづくりに興味を持ちました。大熊町、双葉町、
寿都町のおかれた現状は大きく違いますが、共通点として、これからの課題が
あるということです。そこで私たちは、各町の町長にお話を聞き、私たちが考
えたまちづくりについて話したいと思います。
　これは大熊町、双葉町、寿都町の関連性ですが、大熊町、双葉町は、原発誘
致による交付金を活用してきた町で、寿都町は高レベル放射性廃棄物の最終処
分場の文献調査による交付金を活用してきました。交付金をまちづくりに活用
しているという点で類似しています。
　ただ、両町の現状は大きく異なり、大熊町、双葉町は、最近になりようやく
避難指示が解除され、住民が戻りつつある状況で、寿都町は最終処分場の文献
調査によって意見が大きく分かれ、住民が分断されている状況にあります。置
かれている状況が大きく異なるということが言えます。以上が大熊町、双葉町
と寿都町の関連性です。

●大熊町、双葉町の取り組み
　大熊町、双葉町の震災から今日までの経緯を説明したいと思います。2011
年 3 月 11 日に、東日本大震災によって、福島第一原子力発電所事故が発生し、
大熊町、双葉町が被害を受けました。それに伴って、2022 年 8 月末まで一部
を除いたほぼ全域が帰宅困難区域に指定されてしまいました。しかし、2022
年8月30日になり、ようやく特定復興再生拠点区域内での避難指示が解除され、
現在、復興を行っています。
　復興の内容として、生活基盤づくりや、公共施設の有効活用、防災施設等の
整備、移住定住プロジェクト、ＳＮＳを利用した復興の情報発信などを行って
います。これらの取り組みは町民の生活の基盤をつくることを目的としていま
す。
　また、大熊町は「2050 ゼロカーボン宣言」を掲げています。これは、二酸
化炭素の排出を大幅に削減し、2050 年までに実質ゼロにすることを目的とし
ています。大熊町がこれを掲げる理由は、原発事故が背景にあり、原子力に頼
るのではなく、再生可能エネルギーを活用した持続可能なまちづくりを目指し
ているからです。以上が大熊町、双葉町の取り組みです。

発表
高校生

愛澤　美優  ( 磐城桜が丘高校 2 年 )
若松　叶恵  ( いわき光洋高校 1 年 )
三浦　碧唯  ( 寿都高校 1 年 )
日下部　颯太 ( 寿都高校 2 年 )

伊藤　修汰（小樽商科大学 4 年）●大学生ファシリテーター

〈5 班〉■テーマ「大熊町・双葉町と寿都町のこれからのまちづくり」

4. 成果発表

　「未来につながるまちづくり塾」の事業報告会にお招きをいただきましてあ
りがとうございます。企画くださいましたＮＰＯ法人ハッピーロードネット
の西本理事長はじめ関係者の皆様に心から感謝と御礼を申し上げたいと存じ
ます。
　昨年、将来の福島の復興を担う人材育成を目的とした研修事業の中で、高
レベル放射性廃棄物の最終処分にかかる文献調査に応募した私に、福島の高
校生と意見交換会をやりたいという要請があり、リモート、または対面での
意見交換会が実現いたしました。一昨年、最終処分地の議論がなかなか進ま
ない中で、一石を投じなければならないのではないかと文献調査に応募いたしましたが、メディアのネガティブな
報道の中、もやもやとした状態でおりました。けれども、高校生との気兼ねのない意見交換ができたことで、爽や
かな気持ちになるとともに、高校生から力強いエネルギーをいただきました。
　また、同じ年に寿都高校の総合的な探究学習の発表会で、１年生から文献調査について賛否を抜きにしっかり学
ぶことが大切ではないかという提言がなされました。私はその提言にぜひ応えなければいけないとの思いから、校
長先生に了解をいただき、西本理事長に相談いたしました。それがこのたびのまちづくり塾につながったというこ
とで、嬉しく思うところであります。
　高校生の皆さんには、大事な夏休み、また休日を利用しながら、大熊、双葉、寿都、そして六ヶ所のほうも見学
されたということで、現場を自分自身の目で見て、肌で感じて、いろいろな思いを強くしたのではないかと思います。
本日は各班のテーマごとにどのような発表をされるか大変楽しみにしております。皆さん、リラックスして発表会
に臨んでいただきたいと思います。また、この発表会が全国の同じ年代の若者、そして多くの国民の皆さんに伝わ
り、原発、福島の復興、高レベル放射性廃棄物の最終処分についての議論の輪が広がることを期待しております。

　おはようございます。本日は「未来につなぐまちづくり塾」報告会にお招き
をいただき、ありがとうございます。このように多くの方がお集まりの中でご
挨拶をさせていただけることに感謝しております。
　8 月に生徒の皆さんの前で講話をした際には、大熊町の震災の状況、そして
復興について熱心にお聞きいただき、鋭いご質問などもいただきました。高レ
ベル放射性廃棄物の処分について、皆さんのような若い方が中心となって自分
の事として真剣に考え、取り組んでいること、とても頼もしく思います。本日
は学校では教えられないことを様々な方から聞いて、学んで、議論を重ねてき
たこれまでの成果を報告していただけるということでありますので、とても楽しみにしております。先送りだけで
は問題の解決になりません。しっかりと聞かせていただきたいと思います。
　町の状況について少し述べさせていただきます。私たち大熊町は約 8 年間の全町避難のあと、2019 年、大川
原地区、中屋敷地区が解除になりました、そこを足がかりに町の拠点を構え、役場から始まり、来年の学校整備ま
で、現在、順調に整備が進んでおります。今後は今年 6 月 30 日に解除になりました大野駅周辺に整備の中心をもっ
ていきたいと取り組んでいるところであります。困難ではありますし、特効薬、近道はありません。地道に一つ一
つ重ねてやっていくしかないと改めて思っております。
　今後、またいろいろな方々に町の復興についてご協力、ご支援いただくものと思いますので、その際はまたよろ
しくお願いいたします。開会の挨拶に合わせてお願い申し上げました。本日はどうぞよろしくお願いいたします。

寿都町長　片岡　春雄 様

大熊町長　吉田　淳 様

3. 来賓挨拶
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『未来につなぐまちづくり塾』事業報告会 『未来につなぐまちづくり塾』事業報告会『未来につなぐまちづくり塾』事業報告会

■テーマ「大熊町・双葉町と寿都町のこれからのまちづくり」

ました。
　2 つめの課題は、震災の悲惨さをどのように伝えるかです。実際に原発を訪
れ、福島での過去の被害を実感し、忘れてはいけないということを改めて感じ
ました。そこで、私たちはこのような福島第一原発や関連施設を見学できる取
り組みが重要だと考えました。これを行うことで、原発事故を自分の目で見て、
感じることができます。
　私たちが今回行ったこの研修のように、それぞれ違う町や環境で育ち、違う
価値観を持つ人が集まり、交流し、意見交換をするツアーを実施すると良いの
ではないかと考えました。そうすることで、自分たちの今回の学びをほかの多
くの一般の人も体験できるようになり、深い議論をできる人が増えるのではな
いかと考えました。それが町のより良い未来につながっていくと思いました。

●寿都町でのワークショップ
　寿都町のまちづくりについてのワークショップを紹介します。寿都町で行っ
たワークショップでも、双葉町、大熊町で行ったワークショップと同様に班別
で意見交換を行い、全体で意見を共有した結果、各班で課題が見られました。
例えば１班では、最終処分場の文献調査による町民の分断、2 班では、交通の
便や飲食店が少ないという意見が出ました。それをもとに、私たち 5 班は、寿
都町のまちづくりの課題について考えました。「利便性の改善」と、「地層処分
について若い世代へ教育」についての 2 つに分けて発表します。
　まず、利便性の改善についてですが、新しい定住者の獲得のためには、町へ
のアクセスの改善と、新しい雇用の機会が必要と考えました。現在、寿都町へ
のアクセスとしてバスや車しかなく、バスの本数も限られているので、人を呼
び込むことが難しい状況にあると思います。そこで、交通の便を増やすこと、
買い物のできる施設をつくることで、利便性が高まり、人が訪れたい、住みた
いと思えるような町になるのではないかと思いました。そうすることで、新し
い雇用の機会も増えていくのではないかと考えました。もちろん、費用の問題
があると思いますが、文献調査の交付金を活用できるのではないかと考えまし
た。
　地層処分についての若い世代へ教育についてです。最終処分場の文献調査の
賛成・反対は別にして、町民が正しい情報をもとに議論していくことはとても
大切です。特に、これからの未来を担っていく若い世代こそ、正しい情報を身
につけることが大切だと考えました。そして、若い世代から大人まで、幅広い
世代の多くの人が自分の意見を主張することのできるディスカッションの場を
設けることも大切だと考えました。そうすることで、より深い議論ができ、町
のより良い未来につながるのではないかと思いました。

●意見交換ができる場の必要性
　双葉町と大熊町のまちづくりと、寿都町のまちづくりについてのまとめです。
まちづくりの共通点として、意見交換ができる場が必要だと考えました。寿都
町では、高レベル放射性廃棄物について、双葉町、大熊町では震災と原発事故
の被害について話せる場が必要だと考えました。しかし、双葉町と大熊町の場
合は特殊な状況で、スタートラインとして町の復興から始めなければいけませ
ん。それに関連して、住民を増やしていく中で、帰還してくる住民と新しく町
に住む住民という多様な住民によるまちづくりをしていかなければならないの
で、住民主体のまちづくりが不透明です。そういった状況なので、議論、意見
交換ができる場が必要になります。

『未来につなぐまちづくり塾』事業報告会

■テーマ「大熊町・双葉町と寿都町のこれからのまちづくり」

●寿都町の取り組み
　寿都町の取り組みについて説明します。代表的なものとして「地域資源を活
力とした賑わいあふれる町」というのを掲げています。この具体例として、風
力発電などの再生可能エネルギー、バジルをはじめとする新たな農産物の生成
などが挙げられます。
　また、寿都町は高レベル放射性廃棄物の最終処分場の文献調査を受けている
ことで注目されています。文献調査の交付金をまちづくりに活用できる一方で、
文献調査を受けることに対し、住民の意見が大きく分かれており、住民が分断
されているという状況にあります。高レベル放射性廃棄物については、3 班が
詳しく説明します。

●町を訪れて感じたこと
　私たちは、帰還困難区域にある双葉町を訪れ、小学校や町役場を視察し、双
葉町、大熊町の町長に講話をしていただき、町の現状の理解を深めました。そ
こで、避難してから 3 日で戻れると思っていたお話や、手付かずの家屋や、当
時のままの小学校の説明をしていただき、原発事故を経験した人にしか語れな
い言葉があると感じました。実際に現地へ行くことによって、五感で得た事実
を身近な人から広めることで風評を防ぐことができるのではないかと私は考え
ます。風評については、2 班が詳しく説明します。
　双葉町、大熊町の研修を通して、原発被害の悲惨さを知り、原発事故を忘れ
てはいけないと実感し、その悲惨さを次世代へ伝え、多くの世代が話し合うこ
との必要性を認識しました。
　寿都町での研修では、片岡町長が様々なことにチャレンジしているお話を聞
きました。町内で意見が分断しているのを見て、マスメディアを通して切り取
られた情報に頼りきるのではなく、現場を五感で感じ、事実に基づいた情報を
見つけ、自分で考えるための教育の重要性に気がつきました。教育については、
4 班が詳しく説明します。
　私は、自分の意見を押し付けるのではなく、事実に基づいた知識をつけた上で、
互いの立場に立ち、理解、尊重のある話し合いをし、事実に基づいた方法、そ
れぞれの意見を広めることが大切だと考えます。また、寿都を訪れてみて、学
業支援の厚さ、風が強いという弱点を風力発電にし、町のシンボルにするとい
う強さも感じました。

●大熊町、双葉町でのワークショップ
　研修中に行ったまちづくりについてのワークショップの内容紹介と、それを
もとに私たちが考えた課題について発表します。双葉町と大熊町の研修で行っ
たワークショップでは、土地の印象が悪いなど、原発事故の影響からの課題が
多く上がりました。私たちの班では、課題とその解決策を考えました。
　１つめの課題は復興についてです。双葉町と大熊町にとって、町の復興が最
優先事項だと思うので、私たちはまず、どのように町の復興を行っていくかを
考えました。私たちが考えたのは、まちおこしＰＲと、避難者向けの支援です。
まちおこしＰＲでは、大人と若い世代が協力し、ＳＮＳで特に若い人に注目を
集めるような企画を考えることが大事だと思います。具体例として、例えば大
熊町のホームページで特産品として紹介されているフルーツや魚などの意外な
レシピを考え、それぞれの旬の時期にＳＮＳで発信するなどを考えました。流
行に敏感な若者をＰＲに加えることで、発信できる範囲が広がるのではないか
と考えました。避難者向けの支援では、町長のお話で、震災後に戻ってくる人
が少ないということだったので、住宅の整備などの支援を行い、自分の町へ帰
還したいと思っている人が帰ってきやすくなる環境がつくれるといいなと思い
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●高レベル放射性廃棄物とその処分方法
　私たちは、高レベル放射性廃棄物と、それを取り巻く様々な問題について発表
します。私たちの将来に大きな影響を及ぼす高レベル放射性廃棄物の最終処分に
ついて、高校生が考えることに大きな意味を感じたことから、このテーマを設定
しました。
　１つめ、高レベル放射性廃棄物についてです。高レベル放射性廃棄物とは、使
用済み核燃料の再処理の工程で発生した残渣物であり、現在、高レベル放射性廃
棄物の日本での最終処分場は決まっていません。原子力発電所は半世紀以上もの
間稼働してきたにもかかわらず、その過程で発生する廃棄物の処理の議論はあま
り進んでいません。北海道寿都町や、神恵内村が高レベル放射性廃棄物の日本の
最終処分場の文献調査に応募したことをきっかけに、やっと処分に関する議論が
日本でも行われつつあります。
　2 つめ、高レベル放射性廃棄物の地層処分についてお話しします。現在日本は
高レベル放射性廃棄物の処分方法として地層処分を採択しています。高レベル放
射性廃棄物は高い放射能を持っているため、長期にわたって人間の生活環境から
適切に隔離されることが必要です。地上で保管し続ける場合、災害や戦争などの
リスクのある中で、管理の負担を将来の世代に背負わせ続けることになります。
その他の処分方法として、宇宙処分や、海底処分、氷床処分などが提案されまし
たが、地層処分は、人間による管理を必要とせず、将来のリスクを十分に小さく
できるため、国際社会からも現時点で最も安全で実現可能な処分方法とされてい
ます。
　高レベル放射性廃棄物の処分における世界各国の進捗状況を示した図からわか
るように、日本は文献調査にとどまっていますが、いくつかの国は最終処分場選
定に向けて大きな動きを見せています。特にフィンランドでは、唯一最終処分場
の建設が始まっています。フィンランドは地層処分の実施を決めてから、30 年
以上の歳月をかけて国民理解、地域理解に努めてきました。そこには高レベル放
射性廃棄物の処分に対する国や国民の向き合い方が関係しているのではないで
しょうか。

● Not In My Back Yard
　3 つめ、最終処分をめぐる NIMBY 問題についてです。はじめに、NIMBY
という言葉について確認したいと思います。NIMBY とは、Not In My Back 
Yard の略で、施設等の必要性は認めるが、自分の地域には作らないでほしいと
いう主張や考え方のことです。これは最終処分に限った話ではなく、幼稚園の騒
音問題や、一般ごみの処分場に対する衛生面での不安などと同じ感覚です。
　高レベル放射性廃棄物の最終処分についての議論が進展しない理由として、こ
の問題が基礎をなしているということが考えられます。高レベル放射性廃棄物も、
一言で言えば人間の生活の中で生まれたごみです。例えば、家庭で出た燃えるご
みは決まった曜日に回収して、規定に沿って焼却という形で処分されます。高レ
ベル放射性廃棄物も他のごみと同様に処分方法を確立し、処理していくのは当た

発表
高校生

石上　琴乃  （ふたば未来学園高校１年）
栃本　龍生  （白河高校 2 年）
蝦名　由芽子 ( 北海道寿都高校１年）
及川　大和  （北海道寿都高校 2 年）

伊藤　結（宮城教育大学 2 年）●大学生ファシリテーター

〈3 班〉■テーマ「高レベル放射性廃棄物とそれらを取り巻く問題について」
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■テーマ「大熊町・双葉町と寿都町のこれからのまちづくり」

　私は、研修を通して、双葉町、大熊町、寿都町の各町長のそれぞれの決断への葛藤を知ると
ともに、立場による考え方の違いを実感しました。自分の意見だけが正しいと思い込まず、相
手を理解すること、事実に基づく情報を持つ教育の重要性に気づきました。今まで社会問題は
自分から遠いものだと考え、あまり積極的に情報を得よう、考えようと思うことはありません
でしたが、今回研修を通してグループワークをすることで、様々な意見を聞き、社会問題を自
分ごと化し、原発事故、高レベル放射性廃棄物、文献調査について関心を持つことができました。
このような状況が私たちの次の代にも続き、様々な社会問題に対する意見の食い違い、すれ違
いの起こらないまちづくりが進むことを心から願います。

　私はこの研修を通して、まちづくりというのは様々な問題があり、何年も何十年もより良い
町をつくろうとしているので、簡単なことではないということがわかりました。このような経
験を高校生でさせていただく機会はあまりないと思います。だからこそ私たち高校生が、他人
事ではなく、まちづくりをしていく一人として考えたいと思います。

　私は研修を通して、原発事故が起こってしまった双葉町と大熊町を実際に訪れて原発に行っ
たことや、町の様子を見て、たくさんのことが印象に残りました。町長のお話を聞いたり、ま
ちづくりの様子を詳しく知ることができました。この研修で学んだことが無駄にならないよう
にし、寿都町の未来のためにもこの研修で勉強になったことや、知ったことを、まちづくりに
参加し、知識を伝えていきたいと思いました。

●まちづくりについて、それぞれの思い
　最後に、私たち 5 班のまちづくりについての思いを発表します。

以上で 5 班の発表を終わります。
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●文献調査が地域にもたらす変容
　私たち１班のタイトルは「自治体における地層処分検討に伴う変容について」
です。はじめに、テーマ設定に至った背景について説明します。私たちが研修を
行った地域での学びの共通点として、地域愛、財政維持の大変さ、次世代に残さ
れた課題があります。この研修を通して、私たちは 2 つのことを問題意識すべ
きこととして考えました。
　１つめは、寿都町の文献調査が地域社会にもたらした変容についてです。2 つ
めは、今後、地層処分を検討する地域におけるリスクとベネフィットについてで
す。この 2 つの問題から、私たちの構想案を発表します。
　発表全体の流れは、１章から終章まで、このようになっています。

●寿都町の課題と取り組み
　最初に、寿都町の現在と、文献調査後の町の変化について説明します。寿都町
の人口は、令和 4 年 3 月 31 日の時点で 2,720 人となっています。寿都町人
口ビジョンによると、これからも人口減少が進むことが予想されます。さらに、
寿都町では少子高齢化が進んでいます。今後、まちづくりに十分な財源が確保で
きず、市町村合併のリスクが高まる恐れがあります。北海道はとても広大な土地
を有しており、そのため、合併の際に発生するデメリットが多く、危機的状況に
なることが予想されます。よって、人口減少はこの図のような負のスパイラルを
招いてしまうと考えられます。
　こうした課題と向き合うために、寿都町では、魅力づけとして様々な取り組み
を実践してきました。例えば、地域資源である風を生かした風力発電事業、寿都
診療所の設置、ご当地グルメ、ほっけ飯の販売。新たな農業として、風のバジル
の栽培などがあります。小さな規模の自治体でありながら、町民の生活の豊かさ
を求めて取り組んできたことが、今の寿都町を見るとよくわかります。さらなる
魅力づけとして、今回の研修で実際に見聞きした浜通りの取り組みをもとに、私
たちの考案をまとめました。
　北海道南後志地方の活性化のための近隣町村との地域間連携、雇用の創出、子
育て環境の充実、地域住民が一体となるイベントの開催などを挙げました。ただ
し、人口動向や財政収入は自治体としては切実な問題であり、取り組みを実現さ
せるためには、多くの人々に寿都町という地域を知ってもらう必要があります。

●文献調査による２つのインパクト
　こうした中、寿都町は令和 2 年 10 月 9 日に高レベル放射性廃棄物の最終処
分場設定における文献調査に応募しました。これは国策への協力であると同時に、
全国の人々が寿都町に関心を寄せる機会となりました。よって、次の 2 つのイ
ンパクトを残したと考えます。
　１つめは、社会的インパクトです。全国の各自治体が高レベル放射性廃棄物の
最終処分問題を考えるきっかけになったと思います。この先、この問題に地域全

発表
高校生

斎藤　茉穂　（相馬高校 2 年）
吉田　蓮司　（磐城桜が丘高校 2 年）
蛯名　翔大　（北海道寿都高校１年）
山本　つむぎ（北海道寿都高校１年）

瀧山　美聡（藤女子大学 4 年） ●大学生ファシリテーター

〈1 班〉■テーマ「寿都町のこれからのまちづくり」
　　　　　　　　　　～文献調査を選択しなかった場合と、選択した場合の比較検討～
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り前のことなのです。

●日本の高レベル放射性廃棄物の現状
　4 つめ、日本の高レベル放射性廃棄物の現状についてです。現在、日本の高
レベル放射性廃棄物は、青森県六ヶ所村にあり、高レベル放射性廃棄物を 9 本
入れた上に 2 メートルのコンクリートで放射線を遮蔽するという形で管理され
ています。
　私たちは先月の六ヶ所村研修で、その貯蔵中の高レベル放射性廃棄物の上に
立ってきました。そこでは身をもって安全に管理されていることや、地層処分
の有用性を確認することができました。この写真は、高レベル放射性廃棄物の上で撮影した集合写真です。
ここで、こちらの線量計の値に注目してください。0.000mSv／hと表示されています。この数値を見て、
皆さんは何を感じるでしょうか。放射線が全くないと捉えてしまう人もいるのではないでしょうか。では、
１mSv ／ h と、1,000 μ Sv ／ h、線量が高いのはどちらでしょうか。答えは、どちらも線量は同じです。
しかし、数値が与える印象は明らかに違いますよね。線量が同じでも、単位が違えば数字は１にも 1,000
にも大きく変化します。この写真の単位は、mSv ／ h のほうです。ここに私たちは違和感を感じました。
違和感の原因は、μ Sv ／ h という表記ではなく mSv ／ h という表記によって、大きな単位で表現し
ていることです。住民や見学に来る人々の信頼や安心を得るためにも、私たちが見慣れているμ Sv ／
h という表記でありのままを正確に、わかりやすく伝えていく必要があると思います。

●３つの「ない」を意識する
　最後に、まとめをさせていただきます。まずはこちらの画像をご覧ください。
この画像は大熊町の吉田町長、寿都町の片岡町長が語った高レベル放射性廃棄
物に対する思いです。私たちは研修中にこの話を聞いて、先送りにしないとい
う二人の向き合い方がとても印象に残りました。高レベル放射性廃棄物の最終
処分に関する議論がやっと動き出した現在、次の 3 つの「ない」という意識を持っ
て議論を進めていくべきだと私たちは考えます。

１. 他人事にしない。2. 特別視しない。3. 先送りしない。

　では、これらについて説明します。１つめは「他人事にしない」です。私た
ちの生活にとって、電力は切っても切り離せない存在です。電力によって私た
ちは多くの恩恵を受けています。そのために私たちの生活の中で生み出される高レベル放射性廃棄物と
いうごみの処理は、誰もが関係している課題なのです。そのため、私たちは誰もが当事者であり、責任
を負っています。ですから、人ごとではないのです。これはＳＤＧｓの 12 番目の目標「つくる責任、
使う責任」にも深く関わっています。
　続いて 2 つめ「特別視しない」です。高レベル放射性廃棄物は生活によって生み出されたごみです。今、
世界では、海洋プラスチックや排出される二酸化炭素などの問題が注目されています。高レベル放射性
廃棄物についても、特別視せずに対応を考えていく必要があると思います。
　最後に、3 つめの「先送りしない」です。対応を先送りしたことの深刻さを高レベル放射性廃棄物の
処分などから学ぶことができます。目先の利益を優先した行動や、短期的な視点での決定が将来に大
きな影響を及ぼすことを今に生きる私たちは身をもって知っているはずです。
特に大きな影響力を持つ国や行政の判断はとても重要です。今のためにも、
将来のためにも先送りすることは許されません。

　「これら 3 つの『ない』を実行するのは？」
　「いつやるの !?」
　「今でしょう！」
　
以上で私たちの発表を終了します。

■テーマ「高レベル放射性廃棄物とそれらを取り巻く問題について」
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■テーマ「寿都町のこれからのまちづくり」

　僕はこのプロジェクトを通して、高レベル放射性廃棄物や地層処分の問題の現状を
初めて知りました。自分がそうだったように、若者がこの現状を知らないという事実
も同時に感じました。今回学んだことを、町の未来を担っていく若い世代に考えても
らうため、周囲の人たちから伝えていきたいと思います。

　私は今回この事業を通して、納得してから物事を進めていくことが一番大切だと思
いました。今後の未来につながる選択がたくさんあると思います。その中で、意見の
食い違いがあったとき、今回の事業を思い出し、互いに納得していい選択をしていき
たいと思います。

　地域や社会の問題に取り組むということは、多くの人の理解と力が大切だということ
を学びました。次世代を担う私たちは、町や社会の話題を自分ごと化して向き合い、地
域に貢献できる人材になっていきたいです。

　私はこれから、まずはそのものを知ってから本音で話すということを心にとめておき
たいと思います。今の寿都町は多くの課題を抱えています。今後それらをどう解決して
いくか、どう話し合っていくかが大切だと思います。これは他の地域でも、日本でも同
様です。また、まちづくりには、現状の把握と様々な意見が必要だと考えます。そのた
めには地域社会の課題に私たち一人一人が向き合うことが重要なのです。その地域なら
ではの発展を遂げる未来を自分たちが担っていきたいと思います。

リスクを抑えてこそ実現するものと考えられます。現在の日本は最終処分場が決
まらないまま、青森の貯蔵管理施設にあるというのが現状で、日本のどこかの地
域が手を挙げないとこの問題は進みません。先陣を切った寿都町から多くの地域
にこの問題を広めて、考えていくきっかけになればと思います。

●研修で感じた思い、意気込み
　最後に、研修を通して、これからの未来と、未来を担うことになる私たちのま
ちづくりの意気込みを発表します。

　これで１班の発表を終わります。

『未来につなぐまちづくり塾』事業報告会

体で向き合い、自分ごととして捉える人が今よりもっと増えればと思います。
　2 つめは、地域内インパクトです。文献調査に手を挙げたことによって、ま
ちづくりの機会が生まれます。他地域からの注目、ふるさと納税での応援の声、
交付金という財源の獲得が例に挙げられます。私たちは、この地域インパクト
がまちづくりのチャンスになるのではないかと考えます。
　このチャンスを生かした交付金の使い道として、当該自治体の事業費として
使う基金に積み立てる、近くの自治体に分配する、があります。現在、財政状
況が厳しい寿都町において、文献調査によって得られた交付金は一過性の予算
に過ぎず、財政的に粗末に使われてはならないので、目的を明確化した上で慎
重に使うべきだと考えました。
　そこで、具体的な交付金の使い道として、候補が上がったのがこちらです。
その中でも雇用をつくる、既存産業の発展、移住者の支援、教育や子育ての支
援という案は、いい循環が生まれる持続可能な投資なのではないかと考えまし
た。
　先ほど話した文献調査応募による地域内インパクトをまちづくりにうまく反
映させることができると、雇用の創出、人口増加、移住・定住の加速、経済活
動の活発化、地域コミュニティの活発化という 4 つを軸にしたサイクルを実現
することができ、初めにお伝えした負のスパイラルを断ち切ることにつながる
と考えています。
　この考え方は、もし寿都町が最終処分地にならず、文献調査で終わったとし
ても、社会的インパクトはもちろん、地域内のインパクトの反映により、知名
度の向上や、交付金の有効活用でのまちの発展の一歩を踏み出せ、未来での大
きな成果につながると考えています。
　

●事業者と地域の共生
　2 章の最終処分場・施設事業者の地域の共存について説明します。先ほど説
明した社会的インパクトにより、今後全国の自治体で最終処分地の検討が行わ
れていくと予想されます。そうした場合、受け入れ後の地域はどのような変化
が起きるかシミュレーションを立てていきます。ただし、日本には最終処分地
の事例がないため、ここでは貯蔵管理を行う青森県六ヶ所村を参考に地域の経
過を見ていきます。
　六ヶ所村はかつて過疎化が深刻な状況で、産業の発展も望めない地域でした。
そうした状況下で、日本原燃の受け入れを始め、それ以降、地域と事業者が共
生していく新たなまちづくりの形が実現しました。つまり、新たな事業の創出
を軸に雇用が生まれ、経済活動が活発化し、エネルギー関連の社会教育の充実
化といったコミュニティの活性化へと、ポジティブなサイクルの実現に結びつ
きました。
　地層処分に置き換えた際にも、事業者との共生はベネフィットが存在する一
方で、リスクについて十分に考慮する必要があります。主なリスクとしては、
風評被害や災害時の被害が考えられます。そして、一番リスクが大きいと考え
るのは、後戻りできないということです。文献調査の過程で、受け入れるか否
かは町民の意思に基づいて対応できますが、最終処分場に決定した場合は別で
す。それほど町の未来を担う重要な選択になるということです。
　これらのリスクを最小限に抑えるためには、高レベル放射性廃棄物がどのよ
うなものか、正確な状況を判断し、浸透させる必要性があると考えられます。六ヶ
所村では、本音で話し合いを重ねた結果、安全な状況で管理されていることへ
の信頼があるそうです。風評被害については、2 班が詳しく取り上げてくれます。
　続いて、先ほど示したように、ベネフィットも存在します。経済的な豊かさは、
住民の幸福度上昇につながります。実際、六ヶ所村では出稼ぎが解消され、家
族みんなで過ごせる幸せにつながりました。しかし、こうしたベネフィットは、

■テーマ「寿都町のこれからのまちづくり」
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なりません。
　また、この研修を通して様々な立場の方々の話を聞く中で、正しい知識が重要
と考えました。そもそも正しい知識とは何なのかを考えなければならず、受け身
で得た情報は正しいか正しくないかは判断が難しいし、その情報に頼っていいの
かわかりにくいはずです。そして、与えられた情報で正しいかどうかを判断する
力、目の前の情報に対して、批判的な姿勢を持って自分の意見を持つ、この姿勢
こそが重要ではないでしょうか。さらに、自分の意見を持つときには、最終的に
自分の目に頼ることが一番重要です。なぜなら、報道で聞いた情報より、実際に
目で見ることで初めて得られることが多いためです。私の実感としても、私が見
てきたことを話すときに自信が持てます。

●地域の学びを全国へ
　私は青森県六ヶ所村の研修で、日本原燃や役場の方々からお話を聞き、六ヶ所
村の方々は原発に対する関心が高く、学ぶことに対して意欲的であると感じまし
た。六ヶ所村では、企業が地元の教育現場と協力し、教育活動が行われており、
小学校の頃から学習を積み重ねているため、学びへの抵抗がなく、意欲的に学習
しています。そして、実際に現場で得た知識を持っているため、より深い学びが
できています。しかし、その他の地域では原子力に関する充実した学びができて
いないため、教育に差が生まれてしまうと考えました。ここで言う教育の差とは、
地域社会が協力している地域と、その他の地域の間に生まれる学ぶ内容や学ぶ側
の態度の差のことを言います。
　では、なぜ教育に差ができることが問題なのでしょうか。高レベル放射性廃棄
物は、福島だけでなく、全国民が考えなければいけない問題であり、高レベル放
射性廃棄物は、事故が原因で発生しているものではなく、全国各地にある原子力
発電所から排出されるものです。そして、自分のごみは自分で片付けなければい
けない、日本で出るごみは日本で処理しなければいけないと思います。ゆえに、
原子力についての問題は、そのような自分ごとの姿勢で様々な立場から意見を出
し、より良い方法を見つめるため話し合うことが必要になります。
　しかし、教育に差が出てしまうと、全国民が同じ土俵に立って話し合いをする
ことが難しくなるため、教育の差をなくすことが大切だと思います。それらを実
現するためには、六ヶ所村のように地域と企業が連携を強め、学習していくこと
が必要だと思います。そして、これらの地域と連携した社会教育が全国でできる
ことが、教育の差をなくすことにつながると思います。

●地域教育と義務教育の連携
　今回の研修で私たちは非日常の経験と、胸が痛くなるような光景を目の当たり
にしましたし、様々な方のお話を聞いて、今までの自分の知識の少なさや偏りに
気づかされることもありました。そして感じたのが、本事業や六ヶ所村のように
地域社会の教育を充実させる必要があるということです。高レベル放射性廃棄物
や放射能、福島第一原子力発電所について、どのように危険なのか、どのような
対策が効果的なのか、深く考えている方はそう多くはないでしょう。私たちも最
初は福島第一原子力発電所での体験の前までのような独断と偏見で考えていたよ
うな節がありました。しかし、今回の研修を通して、私たちの考えは大きく変化
し、この体験を全国の小中高生にもしてほしい。これが私たちの願いです。
　地域社会の教育のみに焦点を当てるのではなく、義務教育も充実させなければ
ならないと私たちは考えています。理由の１つは、義務教育で学ぶ基盤、すなわ
ち知識や情報に対する態度、答えのない問題に取り組む経験を養うことで、地域
社会の教育の場でも主体的に参加でき、学びがより深くなるためです。また、小
学生の頃から継続的に学び、向き合い続けることで、触れにくい、話しにくい問
題に対する意識のハードルが下がり、地域社会の教育の場に自主的に参加できる

■テーマ「まちづくりを考えるために必要な教育と多世代意見交換の場の必要性」
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●自分ごととして学びを深める
　私たちのテーマは「教育でつくるより良い未来」です。私たちは今回の研修
で素晴らしい学びをできたと思いました。その学びを全国で実現し、全国民で
考えられるような社会にしたいという願いからこのテーマを設定しました。
　今回の研修では、普通に生活していれば絶対に見ることができない場所を実
際に見ることができました。特に福島第一原子力発電所と帰還困難区域内の視
察は、私たちの人生において非常に大きな体験だったと感じています。
　私たちは、廃炉作業が行われている福島第一原子力発電所の敷地内に入り、現
在の状況を見るとともに、職員の方からお話を聞いてきました。ここを訪れる
以前、施設内に入るときには防護服をまとうと思っていましたが、実際は手袋
をはめ、ベストを着て、ポケットに線量計を入れるだけでした。これは放射線
量がここまで抑えられてきたことを示しており、敷地内の放射線量は私たちが
暮らすまちとそれほど変わらなかったことも驚きました。また、処理水を溜め
たタンクがたくさんあり、まだまだ廃炉作業の途上にあることを再確認しまし
た。
　次に、双葉町の双葉町役場の方がお住まいになっていた家を見学しましたが、
自分が生まれ育った地域で、家族と一緒に笑って、泣いて、時にはケンカして、
それでも家族みんなで支え合って、大切な思い出がこの家にはたくさん詰まっ
てと思いますが、この地域に住んでいた方々の 9 割が自宅を解体することを選
択しています。たとえ除染作業が完了しても、現在の状況では住むことが困難で
あり、また、仮に戻ってくることができたとしても、放射線への恐怖心や、イ
ンフラ不足、お店がないなど、活気がない地域には戻ってこようとは思わない
はずです。
　そのことを知ったとき、私たちの中にある考えが生まれました。もし、自分
の生まれ育ったふるさとがこのような状況だったら。これが私たちが福島県の
現状に当事者意識を持って全て自己責任で捉え、物事に取り組めるかという「自
分ごと化」された瞬間でした。この経験は私たちにより深い学びを得ようと決
意させ、その後の研修の議論を深めることにつながったと実感しています。
　以上のことから、学びを深めるためには、自分に関係のある事柄であること
を自覚する必要があると考えます。また、こうして捉えることで、NINMBY 問
題に立ち向かうことができます。これらの課題は日本全体で取り組む必要があ
るので、自分ごと化も日本全体でなされる必要があるのです。

●自身の目で確かめることの大切さ
　寿都町をバスで移動している際に「最終処分場建設絶対反対反対」と書かれ
た看板を見つけましたが、皆さんの地域を想像してみてください。そこに幼稚
園が建設されるとした場合、「幼稚園建設絶対反対！」という看板があったら、
皆さんはどう思いますか。私なら、合意形成を図れない、これ以上議論ができ
ないと感じます。それに最終処分場の問題は、触れにくい、話しにくいと思い
ますが、この問題を解決するには、お互いの意見を合意形成していかなければ

発表
高校生

佐藤　由惟（相馬高校 2 年）
新妻　瑚子（磐城高校１年）
西村　玲緒（北海道寿都高校１年）
沖田　一心（北海道寿都高校 2 年）

伊藤　寛樹（北海道大学 3 年）●大学生ファシリテーター

〈4 班〉■テーマ「まちづくりを考えるために必要な教育と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多世代意見交換の場の必要性」
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●知識と信頼の欠如による風評
　私たちは、風評被害を事実とは異なる印象や噂によって引き起こされる心理
的、もしくは経済的被害だと考えています。福島においては、主に食品に関す
る風評被害として、市場価格の低下が起こったり、放射線に対する過剰な不安
感で観光産業への打撃などがありました。こう聞くと経済的な被害が表立って
見えてしまいがちですが、放射線への不安感がいじめに発展するなどして、場
合によっては人命にも関わる深刻な問題です。
　私たちは、数ある風評の中で、次の 2 つの種類を取り上げました。知識がな
いことによる風評と、企業や国に対する信頼がないことによる風評です。知識
がないことによる風評は、福島県で言うところの米の価格低下が当たります。
実際は厳しい規制基準をクリアしているのに、その事実を知らないことで「福
島の米は危険」と思い、卸売業者の買い控えが起きてしまいました。
　国や企業に対する信頼がないことで起こる風評には、ALPS 処理水の海洋放
出問題が挙げられます。国や東京電力が決定した ALPS 処理水の海洋放出に関
する合意形成による理解醸成が不十分であるにもかかわらず、海洋放出を行う
ことが確定してしまったことで不信感を募らせた漁業関係者が海洋放出に対し
反対運動を起こしたということがありました。結果としてこの反対運動はマス
コミに大々的に報道され、福島県産の海産物に対して全国の方々に悪い印象を
与えてしまったということが挙げられます。
　

●福島へのイメージの変化
　「今回の研修を通して」を説明しますが、これから発表する 2 名は寿都高校生
です。私たちが今から発表するのは、福島に来る前のイメージと福島に来た後
のイメージです。寿都高校の生徒が最初に福島に来る前に思っていたイメージ
は「たくさん被ばくしそう」「福島県産の食物などは危険」というのが挙がりま
した。ですが、実際に訪れてみると、第一原発の中でも、放射線の量が少ない
ため防護服を着ることはありませんでした。そして、食も安全だということを
知ることができました。このように、実際に来て、見て、感じるということが
一番重要だと思います。福島に来て、初めて知ったことも僕はたくさんあります。
これは 4 班が詳しく説明していました。
　今回の研修を通して、私たちが感じたことを紹介します。私は町内で企画さ
れていた対話の場をニュースで見て興味を持ったときに、今回の福島研修の案
内がありました。参加したことで福島は安全だということを確認することがで
きました。厳しいときやつらいときもあったんですが、参加してよかったと思
うことができました。
　また、福島に訪問した直後は、私は少し怖かったです。しかし、研修を終え
たときに安全だとわかりました。私がそのときに誘ったＥくんは初めはあまり
乗り気ではありませんでした。しかし、彼も最終的に参加してよかったと言っ
ていました。さらに、実際に福島第一原発を訪れ、ALPS 処理水を見たときに
きれいになっているのを見て、私は驚きました。一日に平均 130 トンが浄化さ

発表
高校生

鴨川　絃音（ふたば未来学園高校 2 年）
坂本　卓海（安積高校 2 年）
中山　凌空（北海道寿都高校１年）
山本　遥菜（北海道寿都高校１年）

奥山　泰冴（福島大学 2 年）●大学生ファシリテーター

〈2 班〉■テーマ「放射能と風評被害について」
　　　　　　　　　　～福島の事例を参考に高レベル放射性廃棄物による風評を考える～
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のです。
　義務教育で学ぶ内容としては、高レベル放射性廃棄物や放射能、福島第一原子力発電所、エネル
ギーについてなどが挙げられます。また、答えのない問題に立ち向かうことで、多面的に物事を考
える力や、自分の考えを伝える力、自分とは異なる意見を受け入れる力、つまり受容する力、そし
て合意形成の力を養うことで、NIMBY 問題へ立ち向かう資質、能力を育てることにもつながりま
す。地域社会の教育と義務教育とが連携して、その両輪を回すことで、若い世代の意識が変わり、
彼らに感化された上の世代が増え、日本全体で問題に取り組むことができるはずです。
　今回の研修では、高校生が様々な問題に取り組み、政治的な問題で触れにくい問題に対しても、
自由な立場である私たち高校生だからこそ柔軟な発想で取り組むことができます。先ほど述べたよ
うに、そのような若者の姿に感化された上の世代も共に問題に立ち向かうような社会をつくるため
に、義務教育と連携した地域社会の教育の普及が今必要なのです。
　その後、地域社会の教育とは何か改めて考え直したところ、新たな考えが生まれたので、皆様に
お伝えしたいと思います。

●教育がまちづくりの第一歩
　地域と企業が連携した教育の一例として、六ヶ所村と日本原燃の関係についてお話しします。六ヶ
所村は１班が述べていたように、過疎化している状態を改善したいという思いから、新しい取り組
みとして、日本原燃リサイクル施設を誘致しました。その一方で、日本原燃と六ヶ所村には地域と
企業という大きな壁が、日本原燃が地域に寄り添い、溶けこめるように、全戸訪問や出前授業を行
い、長い年月を経て信頼関係をつくり上げ、企業が地域の一員としてまちづくりを行うようになり
ました。私たちは、企業が地域と連携し、一緒にまちづくりについて考
えていくことが地域社会が育つ基盤になると考えました。
　そう考えた上で、未来のまちづくりについて、地層処分の場合につい
て考えてみると、地層処分がどこになるのかわからないので、そこは固
定しないものとして考えます。ガラス固化体を取り扱う NUMO という
会社があり、その会社は企業も移り、社員も移り、子供が生まれ、そこ
で新しい１つの社会が生まれる、コミュニティができるという社会関係
を築いていくと考えています。NUMO と地域社会が共に社会をつくる
仲間となり、そこで子供も大人も学ぶ環境をつくり、さらに企業も学び、
お互いに協力して高め合い、どちらも欠けてはならないものへと変化し、
結果的に教育力アップにつながり、最終的にまちづくりへの第一歩とな
ると考えました。
　まだ、地域社会教育の答えは出ていません。これからも私たちは学び
続けていきます。これで 4 班の発表を終わります。

■テーマ「まちづくりを考えるために必要な教育と多世代意見交換の場の必要性」
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◆ 研修で感じたこと、考えたこと

福　迫 : 今回「未来につなぐ
まちづくり塾」の基本的な姿
勢として、高校生にまずお話
ししたことの１つが、感じる
こと、そして考えること、で
す。これを常に頭において取
り組んでほしいということを
話しました。この交流事業の
最大の特徴は、別々の地域の高校生がお互いの地域を訪
問し合って、実際に行ってみることによって感じること
が多々あると。ただ、高校生には、そこで終わることなく、
感じたことを考える、言い換えれば主観を客観に変える
作業にも取り組んでほしいということを話しました。
　まず最初のセッションとして、「未来につなぐまちづく
り塾」で感じたこと、そして何を知識として得ることが
できたのか、それをどう考えたのか、といったことにつ
いて、自分がどういう立場で参加したかということを含
めて話してもらいたいと思います。

坂　本 : 今回「未来につなぐ
まちづくり塾」に参加して私
が得たこと、感じたこと、考
えたことについてご紹介しま
す。私は、震災前は福島県の
大熊町に住んでおり、2011
年 3 月 11 日に発生した東
日本大震災、そして東京電力
福島第一原子力発電所事故によって避難し、現在は郡山
市で暮らしております。故郷を突然失ったあの日ですが、
当時 5 歳だった私の周りには、水素爆発、メルトダウン、
マイクロシーベルトといった聞き慣れない言葉が溢れか
えっていたのを今でも思い出します。そして、あれから
11 年の歳月が経過した今年、私は初めて原子力という深
い問題を探求することになりました。人生で初めて足を
踏み入れた東京電力福島第一原子力発電所、まず私が最
初に見たのは、事故によって大きく損傷した原子炉建屋
の塗装と、晴れ渡った青空のマッチングがきれいだなとい
う率直な感想です。しかし、事故によって損傷した建屋、
剝き出しになった鉄骨が生々しかったです。それでも少
しずつではありますが、廃炉が少しずつ進んでいる現状
を感じ取れたのはよかったです。

坂本　卓海　( 安積高校 2 年 )
石上　琴乃　( ふたば未來学園高校 1 年 )
蛯名　翔大　( 北海道寿都高校 1 年 )
中山　凌空　( 北海道寿都高校 1 年 )

5. パネルディスカッション

●コーディネーター　福迫　昌之 ( 東日本国際大学　副学長 )

■テーマ「未来につなぐまちづくり塾を終えて」

　次の双葉町内の見学では、産業交流センターや伝承館
といった真新しい施設が着々と建設されている一方で、
いまだに人が帰れない帰還困難区域や、中間貯蔵施設と
いったものが残っているという復興の光と影を見ること
ができました。
　大熊、双葉両町長のご講演では、ゼロから始めるまち
づくりの取り組みについての詳しい説明、貴重なお話を
伺うことができました。大熊町の市街地計画についても
僕は初めて知りましたし、双葉町の「なりわい集落」と
いうのも、こんなものをつくるんだなという驚きでした。
おととい、大河原地区や、なりわい集落の建設現場を視
察したのですが、そのときに私が思ったのは、サービス
エリアじゃないかというくらいすごい新品で、きれいで、
これが町だとは思えないぐらいすごいところだなという
ことでした。
　そして、人生初の北海道寿都町でしたが、自然豊か
で、歴史も古い町ですが、現在、高レベル放射性廃棄物
の最終処分場の建設地選考のための文献調査について意
見が割れています。私は賛成派である片岡町長、そして
反対派である吉野さん、双方の意見を伺うことができま
した。そして、両者の対立がどれだけ根深いか、町がど
ういう現状かを目の当たりにしました。原子力施設に対
する地域の対立というのは大変根深いものです。私は六ヶ
所研修に行けませんでしたが、行った皆さんに少しでも
遅れをとりたくないということで、六ヶ所についてのユー
チューブチャンネルをいろいろ見ていたのですが、その
中の看板に「核放射能飲んでくたばれ」という言葉が書
かれた看板があったんです。これを見たときにすごい衝
撃を受けたというか、原子力施設に対する対立ってここ
までひどいものだと思いました。しかし、日本は今まで
原子の火の恩恵を 50 年以上受け続けました。私たちも
受けましたし、実際それで人生が狂わされたということ
もありましたが、受けてきたことは間違いないです。な
ので、この最終処分場問題や、今回のトリチウム水問題
などから逃れることは絶対にできません。
　そこで、私の今回の研修で得た教訓は、答えに少しで
も近づくためにみんなで話し合うことです。解決が困難
な問題、最終処分場の問題もそうですが、たとえそうい
う問題にぶち当たったとしても、みんなが自分事として
捉えて、少しずつ意見を出し合うことによって、問題の
解決に近づくことができると考えました。
　最後になりますが、私が今回の研修で得た最も大切な
ものを紹介いたします。それは、今まで私が見ていた動

パネリスト
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れているということを知ることもできました。
　寿都町で文献調査が行われることで、SNS 上で海産物などの風評被害が起こ
りました。福島でも同様のことが起こっていたと SNS で知って参加しました。
原発見学では、事故の話について詳しく知らず、特に被ばくについては一番怖
かったですが、線量計の数字を見て安全だとわかりました。

●六ヶ所村で感じたこと
　私たちは、先ほど風評被害の種類の１つとして、国や企業に対する信頼がな
いことで起こる風評というものを挙げました。具体的な例として、東京電力柏
崎刈羽原子力発電所の不祥事に挙げられるような企業の不祥事、また、官僚や
政治家の一貫性に欠ける発言など、こういった国、企業による不誠実な行いは、
直接その地域に関係ない物事であっても、県外からの不信感が募るだけでなく、
地域と国、企業との溝ができるきっかけとなり、将来的に風評につながるかも
しれません。
　私たちは先日、青森県六ヶ所村を訪れました。村民の企業に対する積極的な
姿勢や、放射性廃棄物という危険なものを取り扱う企業を受け入れた経緯など
を聞き、私は自治体と企業との間に強い信頼感を感じました。先ほどの 4 班の
発表でも取り上げられた六ヶ所村と日本原燃の関係が風評という観点でも重要
になると思います。この六ヶ所村の事例は東京電力や国との間で信頼関係に揺
らぎのある福島県内の現状に重ね合わせて考えることができると思います。信
頼のなさによって起こり得る風評、これを未然に防ぐためにも、まずは地域住
民の信頼を得る必要があるのではないでしょうか。

●風評被害を払拭するために
　風評被害を払拭するためには、以下の 2 つのことが重要ではないでしょうか。
まず、知見を得ることができる環境を整え、多くの人が実際に訪れることがで
きるようにすること。実際に寿都の高校生が福島に来て現状を知ったように、
全国から多くの人が来て学ぶことができると良いと思います。
　そして次に、コミュニケーションをとること。国や企業と地元住民の双方が
対等な立場に立ち、話し合いをしたり、国や企業が地域の活動に積極的に参加
する、などをして、信頼関係を積み重ねていくことです。
　風評被害払拭には最終的に人、コミュニケーションが重要であると考えられ
ます。そのために相手を否定せず、耳を傾けるこ
とが重要です。大規模な原子力災害を経験した唯
一の県として、原子力防災に特化した県としてま
ちづくりを行っていきたいと思います。
　このような風評被害払拭が、まさに今回のテー
マであるまちづくりの１つの活動であることを学
びました。いつ何時、風評にさらされるかわから
ない今日、風評被害に遭わないように、また、得
た情報が正しいのかどうかを判断できる知識を身
につけ、風評被害の加害者にならないようにして
いきたいです。

　これで 2 班の発表を終わります。

■テーマ「放射能と風評被害について」
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■テーマ「未来につなぐまちづくり塾を終えて」

中　山 : 僕が「未来につなぐ
まちづくり塾」を通して感
じたことは 2 つあります。
１つは被害の大きさです。
福島第一原発事故が起きた
2011 年 3 月 11 日という
のは、僕たちの世代は 4 歳
から 5 歳の年で、私は何が
起こったのかわかりませんでした。何も状況がつかめな
いまま、何もわからないままでした。ですが、震災から
約 10 年たって、僕が高校生になってから、福島原発に
行く途中、バスの中で見たときの「Fukushima 50」と
いう映画や、窓から見える周りの景色には、心が痛くな
るような光景が広がっていました。福島に行く前にぼく
は勘違いをしていて、事故があった部分だけが被害を受
けていたと思っていたのですが、実際に来てみることに
よって見えたのは、原発もちろんなのですが、その周辺
の家や田畑が荒地に変わっていったというところが、高
速道路を通っているときに見られました。また、大手
チェーン店などもいろいろな被害を受けて営業できなく
なってしまったりとか、そういうのを見たときに心が痛
くなりました。今でも仮設住宅という形で住んでいる人
が多く、原発の被害や津波までも来たという証拠にもな
ると思います。また、高速道路付近まで津波の被害を受
けていたというところが一番感じたことです。
　2 つめは、被害を受けたところは今、一生懸命復興し
ているというところです。被害を受けた大熊町や双葉町
の町長の話を実際に聞くことは貴重な体験で、本当に大
切な時間を過ごすことができたと思います。お話を聞い
た中で、僕が一番心に残ったのは、被害に遭った町に町
民を戻すため、または増やすことに一番力を入れて、活
性化させようとしていることです。それがよくわかりま
した。今はまだ帰還困難区域だったり、立ち入ることが
できない場所が多いと思うので、僕はまず、町民を戻す、
または増やすことも大事だと思うんですけど、立ち入り
禁止のところを減らすことが一番重要ではないかなと思
いました。
　こういう機会をつくってくれて、話を聞けたので、実
際に来ないとわからないものもあるんだなということが
わかりました。

◆ 大熊町、双葉町のまちづくりを
　 進めるために

福　迫: ありがとうございます。では第2セッションでは、
大熊町、双葉町のまちづくりを進めていくために、とい
うテーマで話し合いたいと思います。夏の研修で大熊町、
双葉町を視察しましたが、それを踏まえて、まちづくり
を進める上での課題や提案をそれぞれ発表してもらいま
す。まず、4 人に簡単な文章でまとめてもらいましたので、
それを掲げてください。これについて、それぞれの言葉
で話をしてもらいたいと思います。

石　上 : 私は、福島県浜通り、
特に双葉、大熊町でまちづ
くりを進めていくためには、
行政による「正確な情報の
発信と共有」が必要だと考
え、このキーワードを書か
せていただきました。私た
ちが行ってきた青森県にあ
る核燃料のサイクルの工場の工事再開には 7 年もの時間
がかかっていたんです。ちなみに工事は再開されている
んですけれども、それは延期されていました。そのうち
原子力規制委員会の審査にかかった時間が１年 9 か月も
あるんです。私は時間がかかったことが悪いというふう
には考えていません。ただ、なぜこんなにも時間がかかっ
てしまうのか。どうして予定通りに進められなかったの
か。どんな審査が行われていたのか。という疑問がたく
さん浮かびました。工事を管理する会社の社長にお話を
聞いたところ、地域の人に納得してもらうために必要な
時間だったから無駄ではないんだというお話でした。も
ちろん私も全てが無駄だということを言いたいわけでは
ありません。なんでそうなるのという疑問が浮かぶ状況
がいけないと思っています。もちろん、私たちも理解し
よう、知っていこうと努力しなければならないというの
は当然のことなんですが、行政や会社は正確な情報を地
域などと共有していく必要があります。また「関係者と
共有します」という表現がよく使われますが、その地域
にいる人はもちろん、その国にいる人も、同じ星に住ん
でいるという意味では世界中の人、地球に住んでいる人
全ての人が関係者であると私は考えています。ですから、
情報はなるべく広い範囲の人々と共有することが必要で
す。
　さらに、それを見る方は「そうですか」と納得してし
まうのではなくて、なんでこうなるの、もっとこうでき
ないの、改善できないの、というふうに、自分自身で理
解して、咀嚼して、考えて、それを示して双方で取り入
れていくということが必要だと思います。それによって、
一方的なことにするのではなく、ともに同じゴールを目
指していくということができると思います。今のこの場
でも、私たちの話を聞いてずっとメモを取ってくれてい
る方もいます。私はそんな大人がもっともっともっと増
えてほしいと思います。これは六ヶ所村に限ったことで

■テーマ「未来につなぐまちづくり塾を終えて」

画やテレビや写真では全くわからなかった福島のリアル、
寿都のリアル、原子力問題のリアルについて、実際に自
分の目で見て、知ることができたこと。そして、この果
てしない問題について話し合える仲間を得たこと。これ
が私にとって最も大きかったと思います。ありがとうご
ざいました。

石　上 : 私は小学校までは
い わ き 市 に 住 ん で い ま し
た。中学校への入学を機に、
双葉郡と深く関わるように
なっていきました。中学校
の頃から授業で様々な場所
に行ったり、多くの同世代
の人たちよりは、地域とか、
原子力とか、いろんな社会について学んだり、触れたり
する機会がたくさんある恵まれた環境にいると思ってい
ます。
　そんな中、今回私はこの研修を通して、最終処分場や
核燃料のサイクルに特に関係が強い場所に行ってきまし
た。そこで私が見たものは、真っ向から対立する意見だっ
たり、疑問を感じるような表現の仕方、発信の仕方でした。
この研修から例を挙げるなら、最終処分場は絶対に危険
だとか、逆に、安全だから大丈夫だというような真逆の
主張だったり、線量の表示などです。線量の表示に関し
ては、線量が低いという印象を受けたり、ゼロであるこ
とこそが安全で、少しでもあったら危険だという間違っ
た印象だったり。そんなものを受け取ってしまう人もい
ると思います。また、どれくらいまでが安全なのかわか
らない、知識がないから、とりあえずゼロに近い方が安
全なんでしょうというような考え方に対しても、何の対
策にもなってないんじゃないかというところを感じまし
た。
　ここから言えるのは、事実をありのままにわかりやす
く伝えることの必要性であり、これはメディアを中心と
した発信者が強く意識しなければいけないことだと思い
ます。しかし、この現状はメディアが悪いという話で済
ませていいのでしょうか。線量がゼロであることを求め
ているのは、もしかしたら私たちなのかもしれません。
今挙げた例以外にも、様々な事柄においてゼロか 100 か、
白か黒かのような極端な答えを求めてしまっていないで
しょうか。正確な情報を知って、客観的な視点から物事
を考えて、最も注意しなければいけない、変わらなけれ
ばいけないというのは、もしかしたら私たち自身なんじゃ
ないか、というのが今回の研修を通して私が一番強く感
じたことです。これこそ自分事にするということなので
はないかとも考えました。
　また、話は変わりますが、実際に見て感じ取れたことを、
今回の研修で出会った遠く離れた寿都の高校生、もしく
は福島県内の高校生と共有できたこと。そして様々な形
で関わってくださっているたくさんの大人たちと共有し
て、本当に何時間も、何か月も、一緒に悩んで悩んで話
し合うことができたことは、私の人生にとってすごく大

事な経験になったと思います。本当にありがとうございま
した。

蛯　名 : 私は「未来につなぐ
まちづくり塾」を通して、放
射性廃棄物に対しての考え方
や、東日本大震災などの影響
からすごく大変な思いをして
いるのだなということがわか
りました。特に印象に残って
いる場所は、第一原発、双
葉町の訪問、寿都町民として片岡町長のお話や、吉野さ
んのお話を聞けて、最終処分地の賛成、反対、どちらの
意見も聞けて良かったです。初めに第一原発を見たとき、
私は衝撃を受けました。廃炉作業の一番心臓部となると
ころに木がそのまま残っていて、とても心が痛くなりま
した。私は 3.11 のことを鮮明に覚えています。当時、
私はとても小さく、映画を親と観た帰りでした。寿都に
帰る途中の海岸沿いの道が津波の影響で帰れなくなって
しまっていて、遠回りをして帰ったという記憶がありま
す。帰った後にテレビをつけてみると、とても大きな地
震が起こり、それに続くように津波が押し寄せ、まちが
壊れていたことが蘇ってきました。
　その後に行った双葉町の訪問は、行くまでは帰還困難
区域により貯蔵管理施設になった町という認識で行きま
した。ですが、僕の想像をはるかに超える現場の数々が
ありました。それを間近に五感で感じることができたので、
少し災害に対して恐怖を覚えました。また、役場の方の実
家を見せていただき、強盗やハクビシン、イノシシといっ
た動物に荒らされてしまったところを見て、住めなくなっ
てしまった上に、もっと心にダメージを与えるようなこと
があり、大変だなと思いました。
　最後に片岡町長と吉野さんの話を聞き、賛成、反対、ど
ちらの意見も理解できましたが、同じ土俵に立っているの
に、話の内容が異なっていました。吉野さんのお話は、放
射性廃棄物が寿都に来ると風評被害になるという考えが怖
いというものでした。それに対して、片岡町長は、寿都町
という町を存続させるために交付金を得て、洋上風力など
の寿都の地形を理解した上での新しいチャレンジをしたい
という考えであることも知ることができました。様々な
ことに積極的に取り組んでいるということも聞けたので、
もっと放射性廃棄物に対しての安全性を寿都町民に丁寧に
説明したほうがいいのかなと思いました。また、寿都町民
だけでなく、周りの町民や村民、このことを理解している
人は少ないと思います。なので、もっと放射性廃棄物が安
全ということを広めていくことが大切だと思います。
　最後に、私がこの授業を通して一番印象に残っている言
葉があります。吉野さんの言っていた「選択は努力より大
きい」という言葉です。この言葉は、努力をどれだけして
も、選択した過去には戻れないし、今後の未来につながる
ことは慎重に選択していき、選択した道はたくさん努力し
ていきたいなと思いました。
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■テーマ「未来につなぐまちづくり塾を終えて」

坂　本 : 私がこの研修を通して大熊町や双葉町の街並みを
見てきた中で、いくつか共通点が存在するのではないか
と考えました。１つが、福島第一原子力発電所は大熊町
と双葉町にまたがって存在しているということ。そして、
原発事故によってどちらも全町避難を余儀なくされたと
いうこと。さらに、現在ゼロからのまちづくりの構想が
始まっているということ。そして今回の話題に関するも
のなのですが、町の人口は現在でも震災前の人口を大き
く下回っていること、などが挙げられました。この人口
の減少というものは、将来的には財政規模がどんどん減
少していくことにつながります。これからゼロから始め
るまちづくりをやっていくにあたって、一番の問題は財
政です。現在、人口が一度ゼロになったことによって財
政もまだそこまで回復はしていません。そして、これか
ら復興支援に関する交付金として、福島第一原発が廃炉
になることで、電源立地地域対策交付金もなくなってし
まうことになります。これらの財源がなくなったときに、
双葉町、大熊町はどうやって町を維持していくのかとい
うのが課題だと思います。
　そこで、私からいくつか
提案させていただきます。
まず、ゼロからまちづくり
をしていくにあたって、多
額の投資というのは必要不
可欠です。しかし、財源は
限られており、そう簡単に
たくさんのお金を投資する
ことはできません。そこで、何に投資するのか、優先順
位はどうするのか、ということは特に重要だと思います。
まず、財政規模を少しずつでも回復させるためには、イ
ンフラを整備しなければなりません。そのインフラ整備
としてまず私が一番最初にやっていきたいものは、交通
の便の向上です。
　現在の状況について説明します。現在、大熊町、双葉
町を含む双葉郡は、国道 6 号線、ＪＲ常磐線、常磐自動
車道などによって南北の交通が便利になっています。し
かし、福島県の経済基盤の中心である中通りとの東西の
交通は、相馬市から伸びる相馬福島道路、いわき市から
伸びる磐越自動車道の 2 つの高規格道路、そして、国道
288 号、これらに頼っています。まず、福島県の中心地
である郡山市から大熊町、いわき市それぞれにかかる時
間と、平均速度を割り出しました。まず、郡山市からい
わき市に行く場合は 83.8km の距離、所要時間は１時
間 19 分です。それに対して、大熊町まで行くためには、
68.8km の距離であるにもかかわらず、１時間 29 分必
要です。つまり、東西交通は双葉郡にとってはかなり弱
いところです。そのため、まず、現在船引地区まで伸び
ている国道 288 号バイパスの延伸、もしくは、あぶくま
高原道路の大熊、富岡への延伸を提言します。
　これはもしかしたらインフラに対する過剰投資だと批
判をくらう可能性もあります。しかし、いわき市へ行く
方が距離が長いにもかかわらず、逆にいわき市に行った
方が早く着く。つまり交通の利便性的にはいわき市の方

が高い。これは双
葉郡の復興を阻害
するものとしても
考えられます。道
路の高規格化をす
ることによって、
双葉郡までの所要
時間が短縮され、
利 便 性 が 良 く な
り、双葉郡の復興
にさらなる拍車をかけることになると考えます。
　そして、大熊町と双葉町は運命共同体だと考えられます。
両町は共通点も多く、同じ境遇でもあります。ここはひと
つ協力してみてはいかがでしょうか。そこで１つ提言で
す。町の中に若い人を呼ぶ場合には、教育施設が必要です。
しかし、教育施設を運営するためには多額の金がかかりま
す。そこで、組合立学校という形を提言します。これは複
数の市町村が円滑に学校運営をするためにお金を出し合っ
て学校組合をつくることによって学校を運営していく方式
です。実際には静岡県の御前崎市や牧之原市などで運用さ
れています。この共同運営によって、大熊町、双葉町それ
ぞれの町で生徒数が少ないとしても、2 つの町を合わせれ
ば、その生徒数は上がると私は思います。ゼロから町をつ
くり直す際に、インフラ投資を控えめに行ってしまうのは
あまり良くない話だと思います。しかし、財源というのは
無限には存在しません。そのため大熊町、双葉町の未来の
財政を圧迫してしまわないように、優先順位をつけ、省け
るところは省くといった財政措置が重要だと思います。

福　迫 : 今回、非常に難しいテーマに高校生たちが取り組
んでくれました。正直、我々大人も扱いに困るような課題
について、適切な研修メニューをどうすれば提示できるん
だろうと試行錯誤しながら運営してきました。そういう中、
皆さんは時に心が折れそうになることもあったかもしれま
せんが、無事に走り抜けて発表までこぎつけてくれました。
この課題はまだ端緒についたばかりです。皆さんの発表を
私たち大人も受け止めて、そして、皆さんにも引き続き学
び、考えることを実践していただくことを期待して、まと
めとしたいと思います。

■テーマ「未来につなぐまちづくり塾を終えて」

はなくて、どんな地域のまちづくりに対しても同じこと
が言えると思います。ただ、私たちが今回研修で学んだ
双葉町や大熊町をはじめとした浜通り、福島県は、震災
や原発事故の影響を間違いなく受けています。ですから
特にこれらのことに力を入れて、これを前提としていろ
んな政策だったり、まちづくりを進めていく必要がある
と思います。以上です。

蛯　名 : 僕が一言でまとめた
ポイントは「エコの町」です。
どういう流れでこのエコの
町に結びついていくかを考
えながら聞いていただける
とありがたいです。大熊町、
双葉町、2 つの町の共通の
課題は、どちらも人口を増
やさなければいけないということだと思います。そのた
めには何か新しい事業をしないと人口は増えていかない
と思います。双葉町では「なりわい集落」という新しい
企画を考えていますが、その企画を実行したとき、新し
く人が来るかという課題もあります。僕が実際、なりわ
い集落を見てきて、双葉町は新しく住宅が並んでいて、
駅の周りに新しくできていたんですが、その課題として、
若者が町に来ないという課題もあると思います。これら
を改善していくためには、知名度アップ、または若者に
とって魅力のあるまちづくりが大切だなと思いました。
そのためには、新しく実施したタオルの企業の新商品な
どを無料で配布したりすると、もっと町が活発になって
いくと思います。
　次に、大熊町ですが、大熊町も失った町を新しくつく
り直すという事業に取り組んでいます。僕が実際に見て
きたところでは、役場、公民館、スーパーなどの 3 つの
主要建物のもと、斜めに住宅を設置しているところなど
の工夫も見られました。やはり双葉町と似ていて、その
中でも僕が見に行ったときは、若者が一人も見当たらな
かったので、そこも課題に挙げられると思います。昔大
熊町に住んでいた人たちを呼び戻すためには、昔ながら
のオブジェをつくったり、些細なところで「ああ、昔こ
ういうのあったなあ」などの懐かしさを思い出させるこ
とが大切なのかなと思いました。
　どちらの町も再生可能エネルギーの導入や、ゼロカー
ボン都市宣言など、エコなまちづくりに取り組んでいま
す。ただし、高齢者が多く、若者の帰還や移住が少ない
という課題もあります。福島県の浜通りで水素エネルギー
を推進しているということもあり、水素自動車を使った
スマートシティということを提案します。この事業と似
ていることを先にやっている都市があり、群馬県の前橋
市で自動運転バスという事業に取り組んでいます。この
事業は高齢者に対して快適を目的とした活動を行ってお
り、それをただ自動化するのではなく、水素を使い、そ
の自動車を水素化することによってＣＯ2 の排出が抑え
られ、よりスマートシティに近づいていくのではないか
と思います。両町ともゼロから新しいまちづくりを進め

ているので、思い切った先進的な取り組みができるのでは
ないかと思います。

中　山 : 僕が浜通りの双葉
町、大熊町がまちづくりを進
めていくための課題提言とし
ているのは「若者への実体験
の発信」です。最近の若い人
はテレビをあまり見なくなっ
てると思っていて、スマート
フォンやパソコンの普及が
早くて、若者はまずそっちの方に手をつけていくのかな
と思いました。逆に高齢者や大人の方は、天気予報は基
本的にテレビや新聞で情報を得ることが多いと思います。
これがまず若者と大人の違いだと思います。
　どうして実体験なのかというと、福島の原発事故で被
害に遭った人たちがツイッターなどのＳＮＳを通じて情
報を発信していくことによって、大人だけが理解するの
ではなく、事故のことを知らなかった若い人たちや、そ
の当時に生まれていなかった人も、それを見ることによっ
て深く知ることができると思います。ですが、若者が全員、
ＳＮＳを通じて情報を得るというのとは違って、まだ小
学生などはスマホを持たせてもらえなかったり、情報を
得るのが少ない子もいると思うので、テレビでも情報を
発信することで、高齢者や大人の方たちにも伝わります。
ネットだと若い子たちやＳＮＳを活用している人たちに
伝わっていくので、そのような実体験をまず増やしてい
くことで、なりわい集落などに人口が増えていくのでは
ないかと考えました。
　今回、Ｊヴィレッジに泊まっていますが、Ｊヴィレッ
ジのホームページを見ていて気づいたことがあります。
Ｊヴィレッジの料理のお米は福島県で作られたお米を
使っているそうです。僕は最初、8 月に来たときにはそ
れが全くわからなくて、ずっと続けているということを
初めて知りました。先ほど僕たち 2 班の発表で風評につ
いてお話をしたんですが、ネットだけでは信ぴょう性が
ないというか、本当に正しいかどうかがわからないとい
うのが一番欠点だと思います。僕が経験した今回のＪヴィ
レッジの料理で、福島県のお米が使われているというの
をテレビやＳＮＳを使って発信することで、どんどん若
者が興味を持ったりすることができるのではないかと思
います。
　最後に、ネットやテレビも見られない人もいるのでは
ないかと考えていて、そのような人たちに関しては、復
興を目指しているということを知らせた方がいいのかな
と思います。おそらく両方の町で知らせているとは思い
ますが、まだ足りないのかなと思います。そして、理解
をしてもらえるような説明会みたいなものを定期的に開
くことによって、もっと理解してもらえるのではないか
と思います。
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田仲　博幸 様（NEXCO 東日本　東北支社長）

　今日の福島の皆さんと寿
都町の皆さん、素晴らしい
プレゼンありがとうござい
ました。私は実は北海道の出
身で、寿都町にも何回もお邪
魔したことがあります。福島
で皆さんが感じて、考えてい
ることと、北海道で感じて考
えている周りの人たちの考え

もだいぶ温度差があるかと思います。そういった中でも、
こういった福島と寿都町の掛け合わせでいろいろな相互
作用があって、ということで、寿都に帰っても、福島の方々も、
一過性のものに終わらせないで、自分たちからいろいろ発信して
いくことをお願いしたいと思います。ありがとうございます。

髙原　一嘉 様 （東京電力ホールディングス株式会社　福島復興本社代表）

　今日は貴重な報告会あり
がとうございました。まち
づくり塾ですが、お詫びし
なければいけないのは、ま
ちを壊してしまったのは私
たち東京電力の原子力事故
のせいです。本当に申し訳
なく思っています。その上
で、今日は企業の話も出ました。やはり私たちも一歩も
二歩も前へ出て一緒にやっていかなければいけないと改
めて思った次第です。それから今日は皆さん、自分事、
考えること、思うこと、主体性を客観性に変える、これ
はまさにゲームで言うと皆さんすごいアイテムを手に入
れたのだと思います。これからぜひそのアイテムを最大
限に生かしていただきたいと思います。今日はありがと
うございました。

桜町　道雄 様（公益社団法人福島相双復興推進機構　専務理事）

　今日は素晴らしい発表をあ
りがとうございました。今
日の発表をお伺いして、こ
の難しい課題に取り組む中
で、いろいろな現地の大人
たちに会ってきたことがわ
かりました。登場してきた
のはすごいな、かっこいい

なと思える大人たちばかりだったんですけど、ＮＩＭＢ
Ｙというキーワードも一つ出てきました。ＮＩＭＢＹま
で思い至ったということは、そうじゃない大人たちも出
てきたんじゃないかと思います。難しい課題は世の中に
いっぱいあります。高校生の皆さんにこれだけははっき
り申し上げておきますけど、世の中に出ると、甲斐のな
い会を作ることばかりです。そういう中で必ず、すごいな、
かっこいいなという、課題に正面から向き合って覚悟を
決めて取り組む大人もいれば、そこから目をそらす大人
も両方出てきます。今回、いろいろなことを感じて、考

えた。いろいろな人と会って、いろいろな大人を感じた
ことが、将来にとって意味が大きいと思いますし、社会
に出てそういうことをまた思い出していただき、難しい
課題を乗り越えていく力を貸していただきたいと思いま
す。本日はありがとうございました。

中川　俊哉 様（福島民友新聞社　代表取締役社長）

　高校生の皆さん、ありが
とうございました。貴重な
体験をされたことと思いま
す。メディアは悪者になっ
ていましたけれども、我々
の情報を探す原点というの
は、自分たちの足で歩いて、
自分の目で見て確かめる。
これを原点にやっております。ということで、テレビは
見ないそうですけれども、新聞は読んでいただきたいと
いうことで、よろしくお願いします。

高橋　大吾 様（公益社団法人いわき青年会議所　専務理事）

　今日は貴重なお話を聞か
せていただきまして、あり
がとうございました。私た
ち青年会議所という 40 歳
までの団体で、まちづくり
のためにいろいろな活動を
しているんですが、今日は
いろいろなエネルギーを皆

さんからもらったと思います。皆さん、今日はたくさん
の勉強をされて、発表に臨まれたと思います。たぶん勉
強すればするほど、まちががんじがらめになっている現
状だとか、本当に辛い、苦しい状況だとか、解決策が見
つからないと感じたと思います。ただ、その困難な状況
に対して、今日皆さんが持った夢とか志、そういった熱
量をもってぶつかっていけば、必ず道は拓けると思いま
すので、どうかそういう気持ちを持ってこれからも社会
に羽ばたいていっていただきたいと思います。ありがと
うございました。

澤田　哲生 様（元東京工業大学助教）

　とても素晴らしい会で、出
演された皆さん、これを企
画運営された西本さんに心
から敬意を表します。皆さ
んに 2 つ言いたいことがあ
ります。１つは、知れば知
るほどわからなくなってく
ることだと思うんですね。

そのもやもや感を大事にしてほしいです。もう１つは、
やはり面白くて、おかしくないと長続きしないので、そ
ういうところを皆さん共有して、この後の世代もくると
思うので、広げていっていただければと思います。どう
もありがとうございました。

■テーマ「未来につなぐまちづくり塾を終えて」 ■テーマ「未来につなぐまちづくり塾を終えて」

【会場からの感想】

増子　輝彦 様（元参議院議員・一般社団法人未来構想会議理事長）

　今日の総評として、子供
たちあっぱれ！　大人、喝！　
と申し上げたいと思います。
私は原子力のあり方という
のは地球上で極めて重要だ
と思ってきました。原子力
発電所推進論者でした。し
かし、事故が起きた後は、

安全神話に抜かりがあったなと大変反省をしているんで
す。ですから、原子力政策を進めていくときに必要だっ
たことは、核のごみを誰がどう処分していくのかという
ことで、これは原発推進でも反対でも大事なことなんで
すね。我々の使命であり責任なんです。ですから国会の
超党派で、高レベル放射性廃棄物の最終処分場を考える
議員連盟をつくりました。私が辞めた後は梶山前経産大
臣にお願いしてございます。子供たちがこれから 20 年、
30 年、50 年と、この問題に向き合っていかなければい
けないとき、寿都町と浜通りの交流をやっていただいて
良かったと。西本さん、企画してくれてあっぱれ！　
　そういうことで、この問題を話せば何十時間もかかり
時間が足りませんが、みんなで、他人事ではなくて自分
事として思っていくという高校生の皆さんのこの一言、
我々も肝に銘じて頑張っていかなければいけないと思い
ます。寿都町の片岡町長もあっぱれ！　吉田さん、また
復興のために頑張りましょう。復興と最終処分場、違う
ようで非常にリンクしてますから、このことを含めて、
今日のシンポジウム、御礼を申し上げたいと思います。
ありがとうございます。

馬場　雄基 様（衆議院議員）

　私が国会議員になりたい
と思ったのは、まさにこの
復興の問題をどうしても片
付けたいと思ったからです。
平成世代初めてとか、20 代
唯一とか国会で言われるわ
けですが、一番重きに置い
ているのは、あのとき学生

だった自分が国会に行ったことだと思っています。皆様
方がまだ 5 歳だったときに、私は高校 3 年生でした。こ
の１年やってみた中で、今回のお話の中にもありました
ね、政治家の一貫性のない言葉が分断を生み出すという
こと、私も痛切に反省を込めて思っております。
　私もちょうど先々週の金曜日、経済産業委員会で処理
水に関する質問をさせていただいたとき、実は大きな分
断が生み出されました。それは、私の発言を一部切り取っ
てＳＮＳで拡散をされてしまい、私が賛成か反対か一方
方向に引きづられたという経験も持ち合わせています。
そんなことは思ってないです。現場にいる人たちは、本
当に今真剣にやっていると思っています。この問題、一

番難しいのは、皆様の下の世代だと思っています。知ら
ない世代です。つまりこの知る世代こそ責任世代だと思っ
ています。一つ一つの物事が本当に厳しい現実と向き合
わなければいけないからこそ、一人一人の考えを紡ぎ合
わせて、バトンをしっかりと受け継いで、さらにまた受
け継げられるように私たちも準備するべきだと思ってい
ます。本日はありがとうございます。

坂本　竜太郎 様（福島県議会議員）

　若い皆さん、気合いをか
けていただいてありがとう
ございます。今日は我々の
本気度、それから覚悟を試
された報告会だったと思い
ます。しっかり肝に銘じて
真正面から皆様方とともに
向き合っていけるように、

地球全体の取り組みができるように、一層覚悟を決めて
精進してまいりたいと思います。それから皆さん、西本
さんに巻き込まれて、この大きな大きな課題を乗り越え
ていきましょう。素晴らしい未来を創り上げましょう。
ありがとうございます。よろしくお願いします。

山名　元 様（原子力損害賠償・廃炉等支援機構　理事長）

　喝を入れられました。皆さ
んにあっぱれ！　素晴らし
い。今日いただいたメッセー
ジは、若者たちは非常にポジ
ティブに物事を考える。どう
してもこの事故を体験してし
まうと、気持ちがネガティブ
になってしまう。恨みつらみ

に自分の気持ちが負けてしまうということがあるんです。
彼らは、どちらの町の生徒たちも、前を見てニュートラ
ルな提言をしている。これをやっぱり僕らも学ばないと
いけないですね。そういう意味で僕は今日喝をいただき
ましたので、今後も頑張っていきます。特に企業が入っ
てくるという言葉がいくつかありました。やはり東京電
力、それから廃炉に関するいろいろな企業体、皆さんの
ように前向きに、一歩前へ出て、この土地の復興に企業
も入って向かっていくんだろうと。そのために私どもも
お手伝いしたいと思いました。ありがとうございました。
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『未来につなぐまちづくり塾』事業報告会 『未来につなぐまちづくり塾』事業報告会

　私は廃炉と復興を担当していまして、避難指示の解除や、新しい産業の呼び込みなども
やっています。皆さん、こういう場で緊張して口ごもってしまったり、段取りを間違えて
しまったりしたこともあったかもしれませんが、その発言の一言一言は、我々の胸にはグ
サグサと刺さっています。皆さんが自分事としていろいろな経験をしていただいたこと、
そして、正解のない答えに果敢にチャレンジしていたこと。ですから段取りを少し間違え
ても、口ごもっても、皆さんの声は伝わってきます。
　私もいろいろ考えさせられることがありました。その中でいくつかご紹介をさせていた
だきます。私の考え方ですので、参考ということで聞いていただきたいと思います。伝え
ていく、伝承の場というお話がありました。これは我々にとっての悩みでもあります。私

は経済産業省出身で、まさにエネルギー政策を担当してきた役所ですから、福島の事故については最後まで責任を取る役所に
なります。でも私ももうすぐ定年です。若い職員たちに皆さんから今日聞いたようなことをしっかり伝えていく。もう原子力
事故は同じ体験をしてはいけません。ですが、そういう人々の話を聞きながら責任を持って福島の復興に対応していく。ある
いは原子力の最終処分の問題に対応していく。これが大事だということを実感しました。
　それから、信頼という言葉がありました。行政から発する言葉に信頼がないのではないかということです。これは本当に真
摯に反省をしていかなければなりません。我々として、きっと科学的根拠に基づいた正しいことというのはあると思いますが、
いろいろな考えがあることはいいのだと思います。そういう考え方をまさに議論をしながら政策の判断をしていく過程を繰り
返していくことが重要だと思います。我々も、お祭りなどにブースを出して車座的な話をしたり、あるいは出前授業をさせて
いただいたりと、個のコミュニケーションを大切にしています。それからＳＮＳやホームページで発信をしたりということも
やっています。いろいろな段階で情報を発信してご意見をいただきながら、対策を充実させていく、というところに我々とし
て感じるところがありました。皆さん方が真摯に、勉強というよりも体験をして、考え抜いた発表は、我々にとって非常に印
象深いものでありましたので、そこを改めてお伝えさせていただきます。
　もう１つ、ぜひこれから皆さん、活動の中で魅力的な人探しをしていってください。福島の中でこんなにいろいろな、原発
災害で大変な思いをしている中で取り組んでいる方々がいます。Ｊヴィレッジでは今日、福島でベンチャー企業を起こすとい
う集まりが行われています。チャレンジをしていくいろいろな人たちがいますので、皆さんもそういうところに目を向けてい
ただければと思います。
　最後に、今回皆さんがいい経験をできたのは、自分の荒らされた家をあえてご紹介をしていただいた役場の方や、いろいろ
なアレンジをしてくれた方々がいたからです。そういう方たちのおかげで皆さんの発言が生きたのだと思います。多くの方々
が皆さんのこの学習のために、まちづくりのセミナーのために努力いただいたことに感謝する気持ちをぜひ持っていただけれ
ばと思います。今日は本当にありがとうございました。

6. 講　評

須藤　治 様（内閣府　原子力災害対策本部　福島原子力事故処理調整総括官）　 下堀　友数 様（経済産業省　資源エネルギー庁　放射性廃棄物対策課長）

　講評ということなので、今日は各班があんなに素晴らしいプレゼンをしたので、大人の一
人の代表として、一言ずつ申し上げます。
　5 班の皆さん、寿都の高校生が福島のこと、福島の高校生が寿都のこと、と役割を分けて、
それぞれ現地を訪問して理解したのだなというのがわかるプレゼンになっていました。大変
よかったと思います。特に意見交換をしっかりできる場をという主張も、大変我々の心にく
るものがありました。しっかり前向きに考えていただいていたと思います。
　3 班の皆さん、プレゼン素晴らしかったですね。0 ミリシーベルトのところも気づいてい
ただいていましたし、高校生の皆さんで考えた 3 つの「ない」がプレゼンにしっかり出て
いて、伝わりやすくてよかったと思います。最後に「今でしょう」という、ああいうところ
でつかむというのも大変高校生らしくてとてもよかったなと思います。

　１班の皆さんは、内容がすごく寿都の分析をされていました。私も放射性廃棄物対策の文献調査の対応で毎月行っているん
ですけれども、そこでの分析、寿都町の課題、負のスパイラルということ。六ヶ所村にも行ったことも参考にしながら、こう
いう解決策があるんじゃないかという提案。リスクを抑えながら、この負のスパイラルを断ち切るといったプレゼン内容、と
ても良かったと思います。
　4 班の皆さんの内容には感服しました。教育について、むしろ自分たちに近いことだからしゃべりやすかった、考えやすかっ
たというのもあるかもしれませんが、自分事にすることの重要性、地域教育と義務教育といったところで、私も自分事にする
ことが大事だと常に国の中でも思っているのですが、どうやってそれをしたらいいのか、なかなか自分でも悩んでいるところで、
皆さんからヒントを得たような気がします。最後の「ガラス固化たん」ですね。大人はなかなかああいうことには思い切れな
いのですが、高校生の皆さんから素晴らしいヒントを得られたという意味で、ありがたい提案だったと思います。
　最後、2 班の皆さん、グサグサきました。国と企業の信頼が全くないというところは、現役もそうですし、これまで諸先輩
方が良かれと思ってやってきたものの、なかなかそこに十分な思いが足りなかった。そういうところをしっかり反省しつつ、
でも皆様のように前を向いて、信頼を少しずつ得ていくにはどうしたらいいのかというところをしっかり踏まえながら、今後
も取り組んでいきたいと思います。
　最後に一言、私が思ったのは、大人の社会だけではできないことがあるんだなと、高校生の発想だからこそできることがあ
るのだと、今日はそういった内容を受け止めることができました。こういった内容を私も国の会議や、いろいろな情報発信の
場で、福島と寿都の高校生がこういうふうに考えていたということを、どんどん国としても情報発信していきたいと思います。
皆様も将来にわたってもぜひ考えていきながら、今後もより良い国、社会、エネルギーにしていければと思いますので、どう
ぞよろしくお願いします。ありがとうございました。
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福島民報・福島民友新聞に
掲載された

新聞記事

新 聞 記 事

2022 年 6月 12日
福島民報に掲載

2022年 6月
福島民友に掲載

2022年 8月 9日
福島民報に掲載

2022年 8月 10日
福島民友に掲載
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新聞記事 新聞記事

2022 年 8月 13日
福島民報に掲載

2022年 8月 12日
福島民友に掲載

2022年 8月 11日
福島民友に掲載

2022年 8月 11日
福島民報に掲載

2022年 8月 9日
福島民友に掲載

2022年 8月 10日
福島民報に掲載
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新聞記事 新聞記事

2022 年 10月 12日
福島民報に掲載

2022年 10月 9日
福島民報に掲載

2022年 9月 29日
福島民友に掲載

2022年 8月 13日
福島民友に掲載

2022年 8月 14日
福島民報に掲載

2022年 8月 12日
福島民報に掲載
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新聞記事 新聞記事

2022 年 10月 16日
福島民報に掲載

2022年 10月 17日
福島民報に掲載

2022年 10月 18日
福島民報に掲載

2022年 10月 15日
福島民報に掲載

2022年 10月 14日
福島民報に掲載

2022年 10月 12日
福島民友に掲載
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